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（取得したいと思ったきっかけ） 

 一番のきっかけは、協力隊の面接時に「育休制度もきちんと整っている」と聞いたことでした。 

また、第一子ということもあり、子どもの成長にしっかり向き合いたいと思ったためです。 

当時の里山プロジェクトのスタッフから「産後は思った以上に身体の回復に時間がかかった」と

いう話を聞いていたこともあり、子どもが１歳近くになるまで育児休業を取得させていただきま

した。 

   

（配偶者の反応） 

 初めての出産・育児だったため、夫も「1 年近くは育児休業を取得した方が良いのでは」という

同じ考えでした。 

 

（育児休業を取得して良かったこと） 

 子どもの成長をすぐそばで見守ることができたのは、とても良かったと感じています。また、出

産後の身体は想像以上に負担が大きかったため、時間をかけてしっかり休養できたこともありが

たかったです。 

 

（上司・同僚の反応） 

 妊娠が分かってから育休取得について親身に相談に乗っていただき、とても取得しやすい環境で

した。また、地域の方々も子どもの誕生を喜んでくださり、協力隊活動を休むことへの後ろめた

さを感じることなく過ごすことができました。 

 

（取得にあたって準備したこと（仕事面）） 

 切迫早産のため、出産の４か月ほど前から自宅療養～その後入院となり、仕事面で計画的な準備

を進めることは難しい状況でした。それでも、地域の方々や里山プロジェクトの皆さんに支えて

いただき、安心して出産に臨むことができ、とても感謝しています。 

 

（取得にあたって準備したこと（家庭・子育て面）） 

 こちらも同様に、私自身がほとんど動けない状況だったため、夫が中心となって準備を進めてく

れました。感謝しています。 

 

（育児休業中どう過ごしたか） 

 出産後１～２か月頃は慌ただしくあまり記憶がありませんが、少しずつ生活のリズムも整い、育

休期間のほとんどは落ち着いて過ごしていたと思います。支援センター（保育園内）へ行ったり、

集落を散歩したりしながら過ごしていました。24 時間子どものことを考えながら過ごせる期間が

あることは、とても大切だと感じています。 

 

（復帰後の働き方と育児について） 

 保育園の時間が 8:30～16:00 だったため、送迎や昼休憩を含めると、平日に勤務できる時間は 1

日６時間程度でした。当初は時短勤務での復帰も考えていましたが、会社の労務を担当している

方に「（フレックス勤務でもあったため）まずは通常勤務で復帰し、様子を見て必要であればその

育児休業の取得事例 



 

時に調整するでも大丈夫」と提案をいただいたので、通常勤務で復帰しました。 

夫と育児を分担しながら土日に活動したり、夜に事務作業を行なったりすることで、産休・育休

前と同じ勤務形態で働くことができました。 

 

（育児休業を取得した感想） 

 しっかりと長めに育児休業を取得して、本当に良かったと思っています。 

 

（これから育児休業を取得する男性職員へのメッセージ） 

 里帰りをせず十日町で出産したいという気持ちがあったため、夫も２か月間の育児休業を取得し

ました。出産直後は一人では本当に大変だったので、育児休業を取得させてもらえてとても助か

りました。男性の育児休業取得は、産後の家庭にとって大きな支えになると思います。 

 

 

【会社代表からのメッセージ】 

 

産後の１，２年はお母さんはやることがいっぱい（たとえ、お父さんが育休で色々手伝って

くれていても）で仕事をしている場合ではありません。自分のキャリアや仕事への復帰を考

える場合、焦りや不安があるかもしれませんが、自分が納得できるこどもとの向き合い方が

出来ないまま仕事へ向かうことは、家庭にも仕事にも自分自身にも良い影響が出ないことが

多いと思います。休みの期間はそれぞれの事情によると思いますが、できる限り育休を取得

して、公私ともに充実した生活を送っていただくきっかけとなれば良いと思っています。 
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